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研究成果の概要（和文）：　本研究は比較制度分析の手法を援用し，中国固有の周辺制度とアングロ・アメリカ
ン会計モデルとの摺り合わせを解明することを主な目的としている。中国の会計環境に関する社会的，組織的，
専門的，政治的，会計的な側面からの分析によって，IFRSの厳格な実施を確保するための周辺制度が未だ整備さ
れていないため，中国におけるIFRSの全面的な採用に支障が生じうることが解明された。さらに，1979年以降の
中国の会計制度の変遷に関する分析によって，中国におけるIFRSとのコンバージェンスは，様々なコンフリクト
を伴い、また監査やエンフォースメンなどのインフラの改善と共に発展してきたプロセスであることが明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）： The main objective of this study is to elucidate main issues regarding the 
application of the Anglo-American accounting model in China's unique institution by applying the 
method of comparative institutional analysis.
　An analysis of main features of Chinese accounting environment from social, organizational, 
professional, political, and accounting aspects revealed that the underdeveloped surrounding 
institutions may hinder the rigorous implementation of IFRS in China. Especially, the broad 
application of fair value in IFRS is recognized as a critical issue. Furthermore, an analysis of the
 evolution of the Chinese accounting system since 1979 revealed that the convergence with IFRS in 
China has been a gradual process, which has developed along with the improvement of infrastructures,
 such as auditing and enforcement systems. Moreover, during this process, China has been 
experiencing various conflicts mainly caused by the incompatibility between IFRS and Chinese 
accounting environment.

研究分野： 会計学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　中国におけるIFRSとのコンバージェンス，日本におけるIFRSの任意適用，およびオーストラリアにおけるIFRS
の強制適用を巡る諸問題に関する分析は，現存の会計システムの多様性の源泉について深い理解を与えることが
できる。
　また，本研究はIASBおよび各国の会計基準設定主体に有意義なアプリケーションを与えることができる。研究
結果は，会計に関連する周辺制度がアングロ・アメリカン国におけるその制度に収斂しない限り，たとえIFRSが
アドプションされても，各国における固有の周辺制度との間で不適合が生じ，IFRSの一貫した実施が保証でき
ず，高品質の会計情報が生み出されない可能性があることを示唆する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
国際財務報告基準（IFRS）の設定団体である国際会計基準審議会（IASB）は，2001 年以降，

IFRS の国際的なアドプション，すなわち IFRS を各国の会計基準としてそのまま受け入れるこ
とを強く推進してきた。結果として，約 130 国（2016 年 8 月 30 日現在）は国内上場企業や金
融機関に対して，IFRS の適用を許可あるいは要請していた。 

IFRS はアングロ・アメリカン会計モデルを反映し，自由市場経済，発達した資本市場，効率
的に機能している市場指向的コーポレート・ガバナンス，また整備された公認会計士システムを
有する国で進化してきた会計基準であると思われる。IFRS の適用によって，財務報告の質が向
上すると主張する研究成果は多く発表されてきた。その一方，各国固有の周辺制度，たとえば，
公認会計士の教育と能力，コーポレート・ガバナンス，法律システムなどが異なれば，IFRS に
対する一貫性のない解釈が生じる可能性があるため，たとえ IFRS が各国で適用されても，会計
情報の質の向上は保証されないと指摘する研究も数多く行われてきた。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のように，会計基準のグローバリゼーションにもかかわらず，各国間で会計制度の多様性
が依然として存在している。そこで，本研究の第一の目的は，2006 年以降の中国における IFRS
とのコンバージェンスに着目し，会計基準の設定・実施に影響を与える周辺制度の特徴はなにか，
会計システムはどのように周辺制度と相互作用しているのかを分析することとした。 
 また，中国では 1979 年以降，中央計画経済から市場経済への転換が進んできた。この転換に
伴い，中国の会計制度および周辺制度（コーポレート・ガバナンスや監査など）にも大きな変化
が起きた。そこで，本研究の第二の目的は，1979 年以降，中国の会計制度はどのような変遷を
経てきたのか，周辺制度はどのように整備されてきたのか，および会計制度と周辺制度の間にど
のようなコンフリクトが生じたのかを分析することとした。 
 研究開始当初，中国における IFRS とのコンバージェンスを中心に，会計と周辺制度の補完性
を解明することを主な目的としていたが，IFRS の強制適用（または任意適用）が世界的な流れ
となっていることを踏まえ，本研究は，日本とオーストラリアをケースとして，IFRS の任意ま
たは強制適用による影響を明らかにすることを第三の目的とした。 
  
３．研究の方法 
 
 会計環境の特徴や会計制度の変遷に関しては規範的・記述的研究を展開してきた。IFRS の適
用が会計情報に与える影響については実証研究を行ってきた。 
 
 
４．研究成果 
 
 研究期間全体を通じて実施した研究の成果は次の通りである。 
 （1）Gernon and Wallace［1995］のアカウンティング・エコロジー・フレームワークを援
用し，社会的，組織的，専門的，政治的，会計的文脈に沿って，中国の会計環境の主な特徴を
解明した。とりわけ，中国における公正価値会計の導入に焦点を合わせて，公正価値の採用を
促進または阻害してきた環境的要因を明らかにした。具体的には，2006年に公布された中国会
計基準においては公正価値測定が採用されるようになった。中国における公正価値の導入を促
進してきた主な環境的要素として，中国における金融セクターの成長や資本市場のグローバル
化に伴い，より一層透明性の高い財務情報が求められるようになったこと，資産・負債の公正
価値の適切な測定を確保するための市場経済の改革および公認会計士をはじめとする会計専門
家に対する教育の強化が進んできたこと，また財政部が中国会計基準とIFRSとのコンバージェ
ンスを図ってきたことが挙げられる。その一方，製造業のウェイトが高いという経済構造，長
期志向の文化，未成熟な資本市場，会計専門家の公正価値測定を実施する能力の不足，監督当
局の公正価値に対する慎重な態度などは，中国における公正価値の広範な適用を制約してい
る。 
 （2）Harrison and McKinnon［1986］の会計変化フレームワーク（accounting change 
framework）を援用し，1979年以降，中国の会計制度とIFRSとのコンバージェンスのプロセ
スを4段階に分けて考察した。各段階について，なぜ会計制度の改革が引き起こされたのか，
どのような改革が実施されたのか，改革にどのような反応やコンフリクトが生じたのかを明ら
かにした。具体的には，1979年以降，中国における市場メカニズムの導入および中国経済のグ
ローバル化の進展に伴い，中国の会計制度では，1980年代に国際慣行であった厳格な歴史的原
価会計の採用，1990年代後半に修正歴史的原価会計の適用，さらに2006年以降に公正価値会計



の導入など，一連の改革が行われてきた。また，会計制度の厳格な実施を確保するのに必要な
周辺制度，たとえば，監査，エンフォースメント，コーポレート・ガバナンス，会計専門家の
教育システムなども整備されてきた。 
 （3）日本における IFRS の任意適用が会計数値に与える影響を調査した。具体的には，IFRS
を任意適用した日本企業を対象にして，のれんの当初認識後の測定と社内開発費の資産化と
いう 2 つの論点に焦点を当てて，会計情報の価値関連性を検証した。その結果，IFRS ベー
ス（減損のみアプローチ）ののれんは日本基準ベース（償却および減損アプローチ）ののれ
んに比べて，増分の価値関連性を有すること，IFRS の下で認識された開発資産は株価と有
意な関連性を有さないことが認められる。また，日本基準を適用する場合の会計数値と比較
して，IFRS を適用する場合の純利益，総資産，総負債は有意に増加し，売上高は有意に減
少し，純資産は有意な変化がないことが明らかになった。さらに，純資産または純利益に有
意な影響を与えた個々の会計基準（すなわち，のれん，金融商品，収益認識，法人所得税，
有形固定資産，従業員給付，無形資産に関する会計基準）を特定した。 
（4）オーストラリアにおける IFRS の強制適用に伴う影響と問題に対する調査によって，次

の事項が明らかになった。オーストラリアは当初，オーストラリア版の IFRS（A-IFRS）では，
IFRS と異なる会計処理や開示を容認または要請することがあったが，その後，様々なステーク
ホルダーからの批判を受け，これらの差異を解消するための改訂を余儀なくされた。また，オー
ストラリアの会計制度には，取引中立性の方針およびセクター中立の考え方が IFRS 強制適用後
にも貫かれており，上場企業だけではなく，非営利事業体やプブリック・セクターを含めたすべ
ての報告主体に対して A-IFRS の強制適用が要求されている特徴がある。さらに，一部の報告主
体に対して開示規定の簡素化が認められる報告要件の二層化は，グローバルスタンダードであ
る IFRS とオーストラリアのローカル環境とのコンフリクトを緩和する調整弁として機能して
いる。 
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